
乕広報やしおは毎月10日・25日に新聞折り込みで配付しています。届いていない世帯の方は、最寄りの公共施設、金融機関でお受け取りください。
また、市内10か所のコンビニエンスストアでもお受け取りになれます。なお、次回の新聞折り込み日は4月25日です。

（７） 広報 No.630

図
書
館
で
実
施
し
て
い
る
事
業
を
紹
介

し
ま
す
。

■
配
本
事
業

配
本
事
業
は
、
図
書
館
に
来
館
し
に
く

い
地
域
の
方
々
の
た
め
に
行
っ
て
い
る
事

業
で
す
。
図
書
館
か
ら
各
施
設
に
百
冊
前

後
の
資
料
を
配
本
し
、
施
設
内
で
自
由
に

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
資
料
は
約

一
カ
月
で
入
れ
替
え
を
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

配
本
先
の
施
設
は
、
す
え
ひ
ろ
荘
（
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
・
や
す
ら
ぎ
（
身
体
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
）
・
や
ま
び
こ
福
祉
作
業
所
・

寿
楽
荘
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
・
虹
の

家
（
心
身
障
害
者
地
域
デ
イ
ケ
ア
施

設
）
・
わ
か
く
さ
福
祉
作
業
所
・
文
化
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
資
料
館
・
や
し
お
生

涯
楽
習
館
・
ゆ
ま
に
て
（
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
）
・
保
健
セ
ン
タ
ー
と
八
潮
中
央
総

合
病
院
な
ど
の
17
カ
所
に
配
本
を
し
て
い

ま
す
。

詳
細
は
、
八
幡
図
書
館
・
八
條
図
書
館

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
八
幡
図
書
館
・
八
條
図
書
館
の
お
休
み

休
館
日
＝
10
月
31
日
貊

生 税 生 税 
ごみの減量、リサイクルで税の有効活用を！
八潮市は、一般家庭ごみを燃えるごみ、
資源ごみ、燃えないごみ、有害ごみ、粗
大ごみに5大分別し、収集しています。燃
えるごみは5市1町で構成する東埼玉資源
環境組合で焼却処分しますが、その他の
ごみはリサイクルプラザに搬入してもら
い、金属やビン等を活用可能な資源とし
て回収したり、自転車や家具を再生した
りして、ごみの減量を図り経費の節減に
努めています。
しかし、年々ごみの処理量が増加し、特に燃えるごみの処理に

膨大なお金がかかっています。（下表参照）
ぜひ一人でもできる、次のようなごみの減量をお願いします｡
●生ごみなどの燃えるごみは、水分を十分に切る。
●新聞・雑誌などの紙類、布・衣類は、資源ごみで出す。
●各家庭、各事業所で、分別収集の徹底を確認する。
●ごみとして処分する前に、もう一度リサイクルができるか考え
てみる。
私たちの意識の持ち方や行動によって、限られた資源やエネル

ギーが有効活用できるとともに、地球環境の保全にも寄与するこ
とができます。毎日
の生活の中で更なる
ごみの減量化、リサ
イクル活動の実践に
ご協力ください｡
Iリサイクル推進課
蕁A234

「
Ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
ｏ
！
　
Ｗ
ｅ
　
Ａ
ｒ
ｅ
　
Ａ

Ｌ
Ｔ
Ｓ
・
英
語
活
動
な
ら
ま
か
せ
て
！
」

〜
八
潮
市
語
学
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
の

活
躍
〜

今
日
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め

様
々
な
分
野
に
お
い
て
、
世
界
の
中
で
活

躍
す
る
日
本
人
の
姿
を
大
変
多
く
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
八
潮
市
で
は
、
今
年
度

「
学
校
教
育
エ
イ
ト
プ
ラ
ン
」
を
作
成
し
、

国
際
化
に
対
応
す
る
た
め
に
、
英
語
弁
論

大
会
や
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
な
ど
の
国

際
理
解
教
育
の
一
層
の
推
進
に
努
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
内
す
べ
て
の
中
学
校
に

こ こ 

ち ち 

ら ら 

つ
い
て
学
習
し
た
り
、
正
し
い
発
音
に
触

れ
た
り
し
な
が
ら
、
英
語
に
慣
れ
親
し
む

活
動
が
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
は
、Ａ
Ｌ
Ｔ
の
５
人
を
紹
介
し
ま
す
。

マ
ー
テ
ィ
ン
・
ル
ー
ケ
ン：

ア
メ
リ
カ

﹇
八
潮
中
・
Ａ
Ｌ
Ｔ
３
年
目
﹈

ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
パ
ー
カ
ー：

ア
メ

リ
カ
﹇
大
原
中
・
Ａ
Ｌ
Ｔ
１
年
目
﹈

セ
ー
ラ
・
ノ
ッ
ト：

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

﹇
八
條
中
・
Ａ
Ｌ
Ｔ
３
年
目
﹈

ル
パ
ー
ト
・
ウ
ォ
ー
カ
ー：

イ
ギ
リ
ス

﹇
八
幡
中
・
Ａ
Ｌ
Ｔ
１
年
目
﹈

デ
ビ
ッ
ド
・
カ
ル
プ：

ア
メ
リ
カ
﹇
潮

止
中
・
Ａ
Ｌ
Ｔ
２
年
目
﹈

英
語
教
育
を
通
し
て
、
日
本
の
良
さ

を
再
発
見
す
る
と
と
も
に
、
国
際
人
と
し

て
の
資
質
や
能
力
を
培
う
こ
と
に
よ
り
、

八
潮
市
の
子
ど
も
た
ち
が
、
近
い
将
来
国

際
社
会
の
中
心
と
な
っ
て
活
躍
し
て
く
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

I
指
導
課
蕁
A
３
５
９

各
１
人
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

英
語
の
時
間
で
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
は
英
語

担
当
教
員
の
指
導
助
手
と
し
て
、
発
音
や

会
話
の
模
範
を
し
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た

り
、歌
を
一
緒
に
歌
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
様
々
な
学
校
生
活
の
中
で
、
生
徒

一
人
一
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

り
、
国
際
理
解
・
交
流
の
重
要
な
一
翼
を

担
っ
て
い
ま
す
。

小
学
校
で
は
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
招
き
、
そ
の
出
身
国
に

【
相
談
事
例
】

Ａ
さ
ん

13
歳
の
息
子
が
広
告
メ
ー
ル

の
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
を
10
秒
間
く
ら
い
利

用
し
た
。
無
料
と
表
示
が
あ
っ
た
。
１
万

９
千
円
の
登
録
料
を
請
求
さ
れ
、
５
日
以

内
に
払
わ
な
い
と
延
滞
料
が
１
日
３
千
円

ず
つ
増
え
る
と
い
う
。
料
金
の
こ
と
は
利

用
の
際
、
何
も
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。

Ｂ
さ
ん

高
１
の
息
子
が
１
カ
月
前
、

携
帯
電
話
の
広
告
メ
ー
ル
で
出
会
い
系
サ

イ
ト
の
無
料
ポ
イ
ン
ト
を
利
用
し
た
。
利

用
料
、
延
滞
料
、
事
務
料
な
ど
合
計
10
万

３
千
円
の
請
求
を
受
け
て
い
る
。

【
考
え
て
み
よ
う
】

Ａ
さ
ん
、
Ｂ
さ
ん
の
事
例
は
、
い
ず
れ
も

有
料
サ
イ
ト
の
利
用
契
約
の
問
題
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

契
約
は
、
当
事
者
同
士
で
ど
の
よ
う

な
内
容
に
す
る
か
共
通
の
認
識
が
あ
っ

て
、
初
め
て
成
立
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事

例
の
場
合
、
い
ず
れ
も
利
用
者
（
息
子
）

は
無
料
と
い
う
表
示
を
見
て
利
用
し
て
い

る
の
で
有
料
サ
イ
ト
の
契
約
を
し
た
と
の

認
識
は
な
く
、
契
約
が
成
立
し
て
い
る
と

は
い
え
ま
せ
ん
。

ま
た
、
Ａ
さ
ん
の
事
例
の
よ
う
に
利

用
料
と
は
別
に
登
録
料
を
請
求
さ
れ
た
場

合
も
、
利
用
し
た
時
に
登
録
料
に
つ
い
て

の
表
示
が
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
契
約
は
成

立
し
な
い
し
、
表
示
さ
れ
て
い
て
も
紛
ら

わ
し
く
分
か
り
に
く
い
も
の
で
あ
れ
ば
、

錯
誤
（
勘
違
い
）
に
よ
り
契
約
は
無
効
で

あ
る
と
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
場
合
に
は
、
利
用
料
、
登

録
料
、
延
滞
料
等
い
ず
れ
も
支
払
う
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
有
料
サ
イ
ト
で
あ
る
と
知
っ

て
い
て
利
用
し
た
場
合
に
は
、
ま
ず
、
請

求
者
が
、
有
料
サ
イ
ト
利
用
料
の
正
当
な

債
権
者
か
ど
う
か
確
認
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
請
求
者
に
ど
の
サ
イ
ト
を
、
い
つ
、

ど
の
く
ら
い
利
用
し
た
か
を
証
明
し
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。

よ
く
、
債
権
を
譲
り
受
け
た
回
収
業

者
だ
と
言
っ
て
請
求
す
る
業
者
が
い
ま
す

が
、
も
と
の
債
権
者
か
ら
債
権
譲
渡
の
通

知
を
受
け
て
い
な
け
れ
ば
、
支
払
う
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

業
と
し
て
債
権
回
収
を
す
る
こ
と
は
、

弁
護
士
以
外
で
は
、
法
務
大
臣
の
許
可
を

受
け
た
債
権
管
理
回
収
業
者
（
法
務
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
）
し
か

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
許
可
を
受
け
て
い
な

い
違
法
な
回
収
業
者
の
請
求
に
は
応
じ
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
し
、
正
当
な
債
権
者
か
ら
の
請
求

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
未
成
年
者
の
契
約

ま
さ
か
！
の
高
額
請
求 

わ
が
子
の
ケ
ー
タ
イ
ト
ラ
ブ
ル
要
注
意
！ 

八
潮
市
商
工
振
興
推
進
会
議

は
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
目
的

で
作
ら
れ
た
の
で
す
か
。

長
期
に
わ
た
り
景
気
の
低
迷

が
続
く
中
、
本
市
の
商
工
業
に

お
い
て
も
大
変
厳
し
い
経
営
状
況
に
置
か

れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
平
成
17
年
度
に
は
市
民
の
皆

さ
ん
が
待
ち
望
ん
だ
「
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ

レ
ス
」
が
開
業
し
、
市
民
生
活
の
利
便
性

が
向
上
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
を
契
機
に
、
本
市
の
商
工
業
の
振
興
を

図
る
た
め
、
広
く
商
工
業
関
係
者
の
意
見

を
聴
き
、
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
商
工
業
振
興

施
策
の
企
画
・
立
案
に
向
け
た
検
討
お
よ

び
そ
れ
ら
の
積
極
的
な
展
開
を
図
る
た

め
、
平
成
14
年
５
月
に
設
立
し
ま
し
た
。

市
内
商
工
業
の
活
性
化
に
向
け
て

具
体
的
に
、
ど
の
よ
う
な
方

た
ち
が
参
加
し
て
い
る
の
で
す

か
。

商
工
会
、
商
店
会
連
合
会
、

工
業
会
、
青
年
会
議
所
、
異
業

種
交
流
グ
ル
ー
プ
、
出
前
講
座
民
間
協
力

企
業
、
公
募
に
よ
る
市
内
事
業
所
の
各
代

表
で
組
織
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
中
小
企
業
診
断
士
の
方
、
ま
た
、
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
商
工
会
事
務
局
の
方
も

参
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
15
年
度
か
ら
、
工
業
部
会
と

商
業
部
会
の
分
科
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
検
討
さ

れ
て
い
る
の
で
す
か
。

今
年
度
は
、
全
体
会
で
は
、

既
存
融
資
の
拡
充
と
新
た
な
融

資
、
既
存
施
策
の
Ｐ
Ｒ
方
策
、
出
前
講
座

民
間
企
業
編
の
拡
充
と
企
業
間
交
流
の
支

援
等
に
つ
い
て
、
ま
た
、
工
業
部
会
で
は
、

企
業
の
営
業
活
動
や
Ｉ
Ｓ
Ｏ
、
Ｉ
Ｔ
化
、

技
術
力
・
新
分
野
開
拓
・
新
製
品
開
発
の

取
り
組
み
、
優
秀
な
技
術
・
技
能
の
市
内

外
へ
の
ア
ピ
ー
ル
や
後
継
者
育
成
へ
の
活

用
等
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
、
商
業
部
会
で

は
、
商
店
会
に
対
す
る
消
費
者
意
向
・
商

業
実
態
調
査
の
検
討
、
新
駅
周
辺
の
商
業

集
積
・
高
架
下
施
設
の
利
用
、
市
内
商
業

の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
に
つ

い
て
、
意
見
を
聴
取
し
、
施
策
と
し
て
で

き
る
も
の
か
ら
展
開
し
て
い
く
予
定
で

す
。

I
商
工
振
興
課
蕁
A
２
０
２

「総合的な学習の時間」
授業風景

Ａ Ｑ

Ａ ＱＱＡ

に
は
、
親
の
同
意
が
必
要
で
す
。
親
の
同

意
が
な
い
場
合
に
は
、
契
約
額
が
子
供
の

小
遣
い
の
範
囲
で
あ
る
場
合
は
例
外
で
す

が
、
本
人
や
親
が
契
約
を
取
り
消
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
事
例
で
は
、
小
遣
い
の
範

囲
を
超
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
契

約
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
お
か
し
い
」「
困
っ
た
」
と
思
っ
た

と
き
に
は
、
支
払
う
前
に
、
最
寄
り
の
消

費
生
活
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

I
商
工
振
興
課
蕁
A
３
３
６
・
県
消
費

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部
蕁
０
４

８
＝
７
３
４
＝
０
９
９
９

燃えるごみ 28,881,730 kg
資源・燃えないごみ 2,272,590 kg
粗大ごみ 269,210 kg
その他のごみ 134,370 kg
市民1人1日当たりの排出量 778ｇ
東埼玉資源環境組合負担金 582,319,000円

Ｈ14年度の状況

自転車を修理してリサイクル


